
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5 月２６日（金）春の遠足に出かけました。何日も前

から遠足の日を楽しみにしていた子どもたち。朝からウ

キウキな様子で、元気に「園長先生！いってきまーす！！」

と言って、お弁当の入ったリュックサックを大事そうに

背負って出かけていきました。 

 ひよこ組さんはベビーカーに乗って「中央公園」へ行きました。ベビーカーの揺れが気持ちよくて、帰り

道はウトウトしていました。ひよこ組さんは園に帰って給食を食べました。 

りす組さんは「中央公園」まで歩き、おやつを食べてからお山で遊びました。ベンチに座って食べるおや

つは格別でした。りす組さんは園に帰って室内でお弁当を食べました。 

うさぎさんはリュックサックを背負って「中央公園」まで歩きました。公園で遊んだ後は敷物に座って公

園でお弁当を食べました。初めてのお外でのお弁当に大喜びでした。 

こあら組・ぱんだ組さんは、一度「中央公園」に荷物を置いて、「中一公園」まで歩いてたくさん遊びま

した。お弁当は「中央公園」へ戻って食べましたよ。自分のお荷物を自分で出したり片づけたりするのは大

変だったけれど、頑張っていました。 

きりん組さんはリュックサックを背負ったまま「浅野公園」まで歩きました。「浅野公園」で遊んだ後、

もう一度リュックサックを背負って「中央公園」まで歩いて、「中央公園」でお弁当を食べました。リュッ

クサックを背負ったまま歩くのは疲れたと言っていましたよ。 

ぞう組さんは「むつみ公園」まで歩きました。もちろんリュックサックを背負って歩きました。暑い日で

したので、途中で水分補給休憩を何度もとりながら歩きました。遠かったけれど、遠くの公園へ自分の足で

歩いていくことができ、達成感を味わうことができました。 

遠足には少々気温が高く暑い日でしたが、どのクラスもお昼のお弁当を楽しみにして歩いたそうです。お

忙しい中、お弁当の準備ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年６月９日  緑陽台認定こども園  No.５  文責：川原 

発熱・おう吐・下痢の症状のお友

だちが増えています。 

RS ウイルス・ノロウイルスの診断

を受けているお友だちもいます。 

症状がある方は登園を控え、病

院受診のご協力をお願いします。 



5 月２４日（水）５月生まれさんのお誕生会が行われました。5 月にお誕生日を迎えた８名のお友だちが

ステージに上がりました。以上児さんは自己紹介を元気にしてくれて、大きくなったらなりたいものも「警

察官」や「トラックの運転手さん」など、堂々と教えてくれました。未満児さんは、まだ自分で自己紹介は

難しいので、先生が代わりにお名前を教えてくれて、先生にお名前を呼ばれると元気にお返事する姿を見せ

てくれました。好きな食べ物を「いちご」「うどん」と教えてくれましたよ。クラスの先生からプレゼント

をもらったり、ハッピーバースデーのお歌をみんなで歌ったり、今月もお祝いムードたっぷりの、うれしい

お誕生会となりました。 

 お楽しみは、あい先生による「アンパンマンのペープサート」でした。様々なキャラクターが登場し、「ア

ンパンマン！」「カレーパンマン！」とみんな喜んで見ていましたよ。アンパンマンのキャラクターがクイ

ズを出してくれました。「ちょっぴり辛くて・・・ご飯にかけて食べるよ・・・」などとキャラクターが教

えてくれるヒントを聞いて、「カレーライス！！」と元気に答えてくれました☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度より食育は、当園の西田栄養士が担当し

ます。５月３１日（水）年長児が食育活動を行

いました。初めての食育活動となる今回は、食

事の基礎となる３色の食品群について、ゲーム

を取り入れながら楽しく学びました。特にグル

ープごとで行った“食品ビンゴ”は食べ物の名

前や食品群を確認しながら、ビンゴを完成させ

て大盛り上がりでしたよ。ビンゴを完成できた

ご褒美に『給食リクエストカード』をもらいま

した！一人ひとりリクエストカードに食べた

い給食を書きました。２回目の食育活動も楽し

みです❤ 

緑陽台認定こども園では「特色ある教育」と

して英語や食育や命を学ぶ教育を取り入れ

ています。 

６月６日（火）年長児が帯広動物園へ行き「動

物ふれあい教室」を行いました。飼育員さん

がモルモットの生態について教えてくれて、

心音を聞く機械を使ってモルモットの心臓の

音も聞かせてくれました。小さい動物は心臓

の音が早いということを体験して学ぶことが

できました。二人一組で一匹ずつのモルモッ

トを膝にのせて、実際に触ったり、なでたり

して、身をもって『命』の存在に気づき、『命』

の大切さについて学ぶ貴重な体験となりまし

た。 


